
学校法人了德寺学園 了德寺学園医療専門学校 

2021年度 学校関係者評価会議議事録 

 

【開催日時】 2021年 6月 23日（水） 16：20～17：40 

【開催場所】 了德寺学園医療専門学校 302教室 

【参加者】   

学外評価委員（敬称略） 

  石井 一夫 千葉県立千葉商業高等学校 千葉大宮高等学校元校長 

長田 好雄 墨田区柔道会 会長 

森嶋 康長 森嶋会計事務所所長 

田村 哲也 医療法人了德寺会責任者 大学准教授 卒業生 

松本 揚  学校法人 了德寺大学 講師 卒業生 

 

  学内委員 

  委員長 石井 孝法（学校長） 

木原 和彦（教務部長） 

森澤 隆弘（柔整科学科長） 

松澤 孝司 （鍼灸科学科長） 

渕ノ上 真太郎（柔整科副学科長） 

高野 弘仁（鍼灸科試験担当） 

最上 忠（柔整科主任） 

草間 玲子（事務長） 

  

１. 開会 本日の予定、趣旨説明 

  （木原）本会の趣旨説明を行う。 

   

２. 校長挨拶 

   本日はコロナ渦でいろいろなリスクのある中、お集まり頂き誠にありがとうございます。 

自己評価、学外評価を行うことで、組織を客観的に評価することは学校教育に大切なことです。それと共

に、高等教育無償化の確認校になることで、経済的に支援が必要な学生に対しても平等に教育を行うこと

ができるので、その補助を受けるためにも、この自己点検と学外評価というのは重要なものと考えていま

す。 

2020年度はコロナ感染症予防対策に係るガイドラインの作成を行ったり、オンライン、対面授業の対応

をその時々の状況に応じて判断し、実行してきました。その点についても対応方法に改善点はなかったか

等、ご意見をいただければと思います。 

 

３. 委員及び事務局紹介 

    （草間）本会出席者の紹介を行う。 

 

４．2020年度学校自己点検報告説明 

基準 1から基準 10の項目について各担当者より説明し、学外評価委員との質疑応答を行う。 

 



   ■基準１・２ 教育理念・目的・育成人材像・学校運営 

（木原）資料をもとに、教育理念、目標について説明する。 

学校運営について主にコロナ感染症対策の取り組みについて説明する。 

2020年度の重点目標の振り返りと概要を説明し、2019年度の目標達成数値との比較を行った。 

 

   ■基準３ 教育活動 

   ■基準４ 教育成果 

   ■基準５ 学生支援 

（森澤・松澤・高野）基準３～５について、各科より資料をもとに実績と課題を説明する。 

 

■基準６ 教育環境 

   ■基準７ 学生の募集と受入れ 

（草間）基準の６．７について資料をもとに説明する。 

 

■基準８ 財務 

（森嶋）基準８について説明する。 

 

   ■基準９ 法令等の遵守 

（草間）基準の９について資料をもとに説明する。 

 

   ■基準１０ 社会貢献・地域貢献 

（松澤）基準の１０について資料をもとに説明する。 

 

 

５. 質疑応答 

（石井一）学生募集が一番厳しい状況だと思うが、他大学の例をあげると、遠方でも希望者が一人でも 

いれば、先生が会いに行っていた。それくらいの熱意が大切だと思う。 

コロナの影響でガイダンスが中止になったようだが、分野等関係なく開催されるガイダンスへ参加して、

ブースに来てくれた学生を確保するなど努めてみてはどうか。 

      

   （長田）昨年度からみて中途退学が改善されている点を評価したい。今後もさらに課題を積んで改善してもら

いたい。学生募集についても、他校が努力していない部分に力をいれてステップアップしてほしい。 

 

（田村）オンライン授業を行ってみて、これまでと成績に差がでたか？また、学生からオンラインにつ 

いて不都合な点など声が上がったか？ 

 

↳（渕之上）オンラインの方が成績は下がった。学生からは、オンラインでは監視される目がないという点か

ら、集中力を保てなかったという声があった。 

    ↳（森澤）対面授業では、授業中に理解できない事をその場で質問することができたが、オンラインでは理解

できないまま過ごしてしまう学生がいた。9 月に対面での授業が始まってからは、例年以上に教員室に

質問に訪れる学生が増えていた。 

 



   （松本）了徳寺大学の卒業生で、近隣の専門学校で教員をしている知人に聞いたところ、その学校で 

は学生対応に命を懸けていると聞いた。自分自身も振り返ってみて頑張らなければと思った。 

 

   （石井孝）学生募集の補足をすると、近隣校の分析において、学費の面で今まで気づかない事があるこ 

とが分かった。今年度は奨学金について改定を行っている。 

     充足率について、本学は 4年間横ばいであるが、全国の学生数は 10年で 30％減っている。 

通常であれば、全国の学生の減少と共に、減っていくところをなんとか横ばいで保っている。 

          学校数は変わらないのでシェア率は評価できる。 

10 年前と比べて柔整鍼灸の学生数は 9千人から 6 千人切っている、業界そのものを盛り上げない 

と厳しい状態ではある。 

 

   （石井一）充足率が足らないと、学校として許認可の取り消しなどあるのか？  

↳（石井孝）学生が０に近いような学校でも継続はしている。 

 

（石井一）千葉県柔道大会の会場にメディカルサービスステーションをいつも出していただき、柔道連 

盟としてお礼を言いたい。千葉県の柔道部で入学する学生はいますか？ 

 ↳（石井孝）千葉県の柔道部で活躍している選手はレベルが高いので、大学進学者が多く、なかなか専門学校

を選ぶ学生はいない。 

   

   （石井一）学校選びにおいて学費というのは重要ですか？ 

了徳寺学園は 10年程前は学費が高いというイメージがあったが最近はどうですか？ 

↳（石井孝）学費と立地、この 2点は要因として大きいと思う。 

学費については、最近は近隣校と比べても平均に位置している。 

 

６．2021年度の重点目標の確認 

 （木原） ・国家試験合格率 100％ → 国家試験に向けた学修計画を見直す。 

       ・中途退学率 5％以内 → 休退学者の原因分析を行う。 

       ・就職率 100％ → 成績に不安のある学生が就職活動を後回しにしないよう支援する。 

       ・教員の教育力向上 → 自己評価シート等利用し、スキルアップを行う。 

 ・学生の募集強化 → ・高校訪問の強化、全教職員手分けをして行う。 

                  ・リニューアルした特別奨学金を営業でアピールする。 

                  ・SNS等で情報発信を活発に行い、学生募集につなげる。 

                  ・コロナ渦においても外部の臨床実習機会を増やしていく。 

 

    （草間） 昨年度に比べてガイダンスの開催は順調、その中で、すでにガイダンス参加校の高校生が本学入学

を希望している。 

        来校者は、昨年度比 200％以上増加している、特別奨学金を利用してもらって、入学者増につなげて

いきたい。 

 

７．閉会 


